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アズキ落葉病菌の生態に関する研究

III. アズキ落葉病菌分生胞子の土嬢中での生存と発芽

近藤則夫・小林喜六

(北海道大学農学部柏物学教室)

(昭和 58年5月 26日受理)

Studies on the Ecology of Cφhalo学oriumgregatum， the Causal 

Fungus of Brown Stem Rot of Adzuki Beans in Hokkaido 

III. The Longevity and Germination of Cephalosporium 
gregatum Conidia in Soil 

Norio KONDO and Kiroku KOBAYASHI 

(Department of Botany， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

緒言

アズキ落葉病菌分生胞子は土壌中で生存するとされる6)

が，その期間と生存条件，とくに湿度と温度については

明らかでない。また，本菌には菌核，厚膜胞子などの耐

久生存器官の存在は認められていないことから，分生胞

子がどのような条件でどの位の期間生存出来るかを明ら

かにする事は本菌の生態解明にきわめて重要な問題であ

る。土壌中での分生胞子の生存は，発芽とも密接な関係

にあるので本研究では分生胞子の生存期聞を調べるとと

もに，土壌中での発芽についても調べた。また，同時に

アズキを連作しているにもかかわらず本病の発生が少な

い土壌と，激しい土嬢とで，分生胞子発芽にどのような

違いがあるかをもしらベた。

本研究の供試土壌採集にあたり，種々御協力いただい

た北海道立上川農業試験場，病虫科，土屋貞夫氏，問中

文夫氏ならびに北海道立卜勝農業試験場，病虫科，坪木

柄11夫氏，青田盾彦氏に深く感謝する。

実験材料と方法

(1) 接種分生胞子の生存

供試菌株 1978年北見管内訓子府町のアズキ落葉

病擢病茎から分離した菌株， 31-2 A (Type A)， 31-2B 

(Type B)を用いた。なお， 31-2Bは北大土域について

のみ用いた。 V-8ジュース寒天培地に形成された分生胞

50 

子を 3000rpm， 10分間遠心分離を3回繰り返し洗浄後，

懸濁液を作った。

供試土壌. 北大農学部圃場内のアズキを栽培したこ

とのない土壌(草地)，上川管内和寒町土壌 (10年間アズ

キ連作後1981年秋コムギ栽培，アズキ落葉病の発生は

軽微)， 卜勝管内池田町土壌 (1978年アズキ， 1979年テ

ンサイ， 1980年インゲン， 1981年コムギ， 1982年アズ

キ栽培，発生は軽微)を室温で風乾後， 1mm目のふる

いを通して供試した。この土壌に本菌分生胞子懸濁液を

乾土19当たり胞子105個の割合になるように加え，土

壌湿度25%になるように水を加えて調整した。 この接

種土壌を一方はそのままプラスチック容器(直径6cm，

高さ 6cm)に入れ密封し，他方は1日室j昆で風乾後，容

探に入れ， ふたをせず風乾状態とし， それぞれ -5，4， 

15， 250Cの恒温機中に置いた。接種した直後(風乾状態

の土壌からは 1日後も胞子数を定量した)に前報と同様

の選択培地を用い土壊稀釈平板法で胞子数を数え，その

後一定期間ごとに土嬢をとり出し，定量した。また，乾

土 19当たり 105{闘の割合で接種し，水を加えて湿度

50%とした土壊を密封して各温度に置き，同様の定量を

行なった。

(めどCで保存した自然汚染土壌からの分離

1080年 10月にアズキ連作圃場から採取した土壌(深

さ 0~7.5cm)を2mm， 1 mm， 0.5 mm目のふるいを通

し，直径の呉なる土嬢粒子を集めた。それぞれ密閉容器



につめ， 4
0

Cの恒温機中で保存し， (1)と同じ方法で菌量

を定量した。

(め分生胞子の土壌中での発芽

供試菌株，供試土壊 (1)と同様である。

寒天拡散法3): 2%寒天 (Difconoble agar)の円板

(直径 5mm，厚さ 2~3mm) を湿室中で 24 時間， 30
0
C 

に保った。 V-8ジュース寒天培地に形成させた胞子の懸

渇液を 3000rpm， 10分間遠心分離を3回繰り返し洗浄

した後， 5x 105!mt'の濃度にした分生胞子懸濁液20μ6

を寒天円板にのせた。土壌湿度 65~75% とした供試土

壌 50gを9cmベトリ皿につめ，その上に煮沸して可塑

剤を除いた殺菌セロファンを敷き， 1泡子を接種した円板

をのせて， 22~24 時間， 4， 15， 250Cで培養した。 これ

らをラクトフェノールーコットンフ、ルーで染色し 1枚

の円板あたり 5カ所 5枚の円板でそれぞれの土嬢ごと

に胞子の発芽率を測定した。 また， 2%の寒天を入れた

ペトリ皿上にスライドグラスを置き，その上に殺菌セ

ロファンを敷いてその上に円板を置いたものを対照と

し7ニ。

直接法1)，4): 同様にして作成した濃度 2x105!mt'の

懸渇液をメンブランフィノレター(直径25mm， 1.0μm; 

TOYOROSHl)に 1mt'接種し，吸引し亡水を除去した

ものを用意した。これに土壌湿度25%になるように蒸

留水を加え，プラスチックの容器につめ，軽く圧して平

らにした各土嬢の表面に，胞子がのっている面を土壌と

接するように置き，その上に同じ土壌を厚さ 3cmにな

るようにのせ，密閉して各温度に 1週間おいた。対照と

51 
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して 2%寒天を入れた 9cmペトリ皿中にスライドグラ

スを入れ，その上にフィルターをおいたものを用いた。

次に，フィルターを了箪にとり出し，スライドグラス

上におき， ラクトフヱノーノレートリパンフノレー(フェノ

ール， 11.2 mt';グリセリン， 10mt';酢酸， 10mt';蒸留

水， 8.8mt'; トリパンフ、ノレー， 0.02g)で染色後， 700Cの

温湯上で3分間蒸気にあてた。このフィルターを吸引ろ

過しながら， i清澄なラクトフェノーノレ，次いでグリセリ

ンで洗浄して検鏡し，胞子の発芽を見た。フィノレター当
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アスキ落葉病菌の生態に関する研究近藤・小林:

Longevity of Cephalo5，ρorium gregatum 
(Type A) conidia in soil under dry con・

dition. 

Fig. 1. 
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Longevity of Cφl叫んゆoriumgregatum (Type A) 

conidia in soil at 2570 moisture content (w!w). 

0一一oHokudai，・ ・ Wassamu，口一一口 Ikeda.

Fig.2. 
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たり 8カ所から計100個程度胞子を検鏡し，各実験には

2枚以上フィルターを用いた。

子密度に土壌による差は特に認められなかった (Fig.1)。

混度 25%の土擦において， -50Cでは北大土から検出

される胞子密度は急激に減少し， 10週以後は分離されな

かった。一方，和寒土， 池田土では 30週以後も分離さ

れ，北大土ほど急激に減少しなかった。 40C，150Cでは，

北大土からは 68週後でも分離され， 和寒土， 池田土中

でも北大土中の胞子密度と差はなく 38週以上生存し

た。 250Cでは，いずれの土嬢でも次第に減少し，北大土の

胞子は36週以降ほとんど分離されなかった (Fig.2， 3)。

実験結果

(1) 接種土壌中での分生胞子の生存

1、ypeAの分生胞子を接種後，風乾状態で放置した土

壌中では 150C，250C 共に生存出来るのはせいぜい 2~3

週までで，それ以後はほとんど検出されなくなった。一

方一50Cのときは，和寒土以外は34週まで接種時と同

じ胞子量であった。また40Cでも 34週まで検出され，胞 土壌湿度 50%の条件では -5
0
C，40C共にいずれの
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Fig. 6. Levels of Ceρhalosρorium gregatulIl (Type 
A) propagules in五eldsoil incubated at 4CO 

0-一一oSoil passed through 2・mmSleve. 
・一一・ Soilpassed through 1・mmSleve. 
口一一口 Soilpassed through 0.5-mm sieve. 

Table 1. Germination of CeρhaloψU1"/um gre-
gatum conidia on soil by agar diffu-

sion method 

Control 

40C O 

150C 89.9::!:3.3 

250C 97.0土1.3

Germinatior1 % 

Soil 
Hokudai ¥Vassamu 

。
55.9土3.0

73.2::!:3.9 

。
83.5土3.3

85.4土2.5

Ikeda 

。
59.1土10.5

89.9土1.9

土壌中でも 28週まで胞子密度は変わらなかった。 15
0
C

のときは，いずれの土壌中でも時間とともに次第に減少

した。 250Cのときは，北大土壌中の胞子は6週以後検出

Table 2. Germination of Cephalosporium 

gregatum conidia on soil by di-

rect method 

Germination 5'0 

Soil 
Control Hokudai Wassamu Ikeda 

40C 40.7土4.6 4.21:1.4 9.1土4.1 2.1士O目8

150C 91.4土1.3 81.41:3.8 77.6土5.2 85.11:2.7 

250C 96.0土1.5 90.4土2.4 89.9土2.4 90.01:3.4 

Table 3. Germination of Cψha losporiu1I1 

gregatulII conidia in soil by di-

rect method 

40C 

150C 

250C 

Germination % 

Soil 
Hokudai Wassamukeda 

0.4土0.5 0.71:0.5 0.2土0.2

1.01:0.7 0.9土0.6 0.4土0.5

2.21: 1.0 2.7土1.6 2.91:0.9 

されず，他の土壌中でも次第に減少し， 20週以後検出さ

れなくなった (Fig.4)。

これらの結果は，低温下，特に土壌凍結しない積雪下

ならびに春先の土壌温度は分生胞子の越冬生存に好適

で，しかも前報でものベた様に，残澄上での胞子形成に

もきわめて好適な事を示している。

Type Bの分生胞子は -50C，250Cで24週から 28

週以後ほとんど検出されなくなったが，40C， 150Cでは
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64週目でもわずかながら検出された (Fig.5)。

(2) 4
0

Cで保存した自然汚染土議からの分離

Type A の菌量は 4カ月まで5X 103以下であった

が 5カ月以後増加し，特に 2mm目のふるいを通した

土壌中の菌量は 7カ月後には最高2.5x104になり，17 

カ月まで 104のレベルで、あった。また1mm， 0.5mm目

のふるいを通した土嬢中菌量も 10カ月まで104以上で、

あり，残溢の大きさと，胞子形成量との間には密・接な関

係が存在する (Fig.6)。

Type Bは，いずれの粒径の土壌中からもほとんど分

離されなかった。

(3) 分生胞子の発芽に対する土壌の影響

寒天拡散法では， 4
0

Cのとき対照も含めて，いずれの土

壌中でも分生胞子の発芽は認められなかった。分生胞子

は和寒土壌中では 150C，25
0
C共に高率に発芽し差はな

かったが，北大土壌中と池田土嬢中では150Cより 250C

において発芽率が高かった。また北大土壌中での発芽率

は和寒，池田土壌中に比べ一般に低かった (Table1)。

直接法によると分生胞子の発芽は，各温度で土壌中で

よりも土壌表面で著しく良好であった (Table2， 3)。し

かし土壌による発芽率の差はみとめられなかった。

論議

本菌の分生胞子は，風乾状態の土壌中では150C，250C 

でほとんど生存できなかったが，湿潤状態では25
0
Cで

も200日以上生存する場合があった。また，湿潤状態に

おいてどC，150Cでは1年半以上生存するなど，温度，

湿度とも広い範囲で分生胞子が長期間生存した (Fig.1，

2，3，4)。

I-lelminthoψorl1l川泊tWUIIl の分生胞子が，室温に

おいて乾燥した土左翼中で9カ月以上生存する例がある2)

が，一般に分生胞子がこのような条件で長期間生存する

例は少なく 5)，分生)息子の土嬢中における長期間の生存

は本菌の特徴と考えられる。すなわち，木菌分生胞子は

耐久生存する能力をもつものと考えられる。

土屋6)は殺菌士壊と無殺菌土壌に胞子を接種して 7

月下旬から翌年4月中旬まで、野外に放置すると，殺菌土

壌で 270日以上，無殺菌土嬢でも 100日以上胞子が生存

することを報告している。

この長期間の生存能力が，土壊表面と比較して土壌中

での分生胞子の発芽率が著しく低い (Table3)ことや，

さらに，土壌表面においてもどCでの発芽率が 150C，

25
0
Cに比べ低い (Table2)ことと何らかの関係がある

ものと考えられる。

一方，アズキ落葉病の発生が少ない池田土壌，和寒土

壌中での分生胞子の生存は，本病の発生が激しい北大土

壌中と同様な変動を示し (Fig.1， 2， 3)，条件によっては

北大土壌以上に生存する場合 (Fig.4)もあり，各土壊中

での本病発生程度と土壌中の分生胞子生存率とは直接関

係が見出されなかった。

摘 要

1. 土壌に接種した TypeA 分生胞子は，風乾状態

において 50Cと40Cで 34週以上生存したが， 15
0

C， 

250Cでは2週以後検出されなくなった。

2. 湿度25%土壌においては4
0
C，15

0
Cで北大土で

は63週まで， 250Cでも 30週まで分離されるなど，各土

壌で長期間生存したが， -50Cでは北大土において 10週

以後分離されなかった。

3. 湿度50%土壌においては -50C，40Cでは28週

まで胞子密度は変わらず， 150C， 250Cでは次第に減少

した。

4. Type Bの場合， 40C， 150Cでは64週後でも検

出されたが， -50C， 250Cで24，28週以後検出されなく

なった。

5. 自然汚染土壊を 2，1，0.5mm自のふるいを通し，

各粒径の土壌を 4
0

Cで保存したところ， 2mm目のふる

いを通した土嬢中菌量は，保存後14カ月まで104以上，

他の土壌でも 10カ月まで104以上であった。 TypeB 

t品、ずれの土壌からも分離されなかった。

6 寒天拡散法では， 40Cのとき各土壌で分生胞子の

発芽は認められなかったが， 150C，250Cでは，北大土の

発芽率は和寒土，池田土に比べ低かった。直接法による

と，各温度で土壌中でよりも土壌表面において著しく良

好ーだった。
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